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2 Pa-3　　　　カルシウムの吸収と骨強度に与える食物タンパク質の影響，第２報

　　　　　　　○奥島美智子　阿部真帆　高宮和彦

　　　　　　　（共立女大）

　目的　食餌タンパク質の投与がカルシウムの吸収と大腿部脛骨強度に与える影響を検討

する目的で，動物性タンパク質５種類，植物性タンパク質1 5種類について検討した。イ

ンビトロでの人工消化試験結果が，インビボでのマウス飼育§鵡奥の結果に反映するかにつ

いての検討を行った。

　方法　人工消化試験は炭酸カルシウムに各種タンパク質を添加し，人工胃液処理後に人

工腸液処理を行いカルシウムの溶出率を測定した。インピボ試験はマウスの餌に各種タン

パク質を添加して投与し，別途に所定量の炭酸カルシウム懸濁液を経口投与した。測定は

血清カルシウム値，排泄量，大腿部脛骨のカルシウム量，破断荷重と破断強度等について

実施した。カルシウムの測定はocpc法,破断強度等の測定はクリープメーター（株，

山電）により実施した。

　結果　人工消化液中への溶出率は牛乳タンパク質，エビ，タラ等の魚類タンパク質が高

値を示し，コメ等の植物性タンパク質は低値を示した。インビボの試験では，血清カルシ

ウム値は各タンパク質の投与とも比較的安定であり，血清カルシウム値と脛骨カルシウム

量の間には相関がなく，動物性食品のエビ，マクロ，カツオ，牛乳，タラのタンパク質と

穀類のコメタンパク質の投与は高い脛骨破断荷重と破断強度を示した。人工消化試験のカ

ルシウム溶出率はインビボでのカルシウム排泄量と脛骨強度に全般的に相関があり，人工

消化試験による結果はカルシウムの吸収と利用程度を示唆すると考えられた。

2 Pa－4 力士の骨密度に関する研究

　　　　　　　　(日本女大食物)○塚原典子　麻見直美　江m郁子

《目的》　骨の代謝には､体格､食生活および身体活動などが深く関与する。日本の国技で

ある相撲は､その競技の特性から､稽古方法･生活習慣が他のスポーツとは大きく異なる上、

さらに骨折のリスクが極めて高いことから､力士の健康管理の一貫として､各力士が自己の

骨密度を知り､食生活の実態を把握することは､健康に対する意識を高めるためにも、極めて

重要であると考えられる。我々は､今回､八部屋の力士の骨密度を経時的に観察する機会を

得たので､力士の体格､日常の食生活および身体活動の骨密度に及ぼす影響および骨密度の

変化について検討した。さらに､同年代一般大学生男子の骨密度との比較検討も行った。

《対象・方法》　対象は､A部屋に所属し経時的に骨密度測定を行った力±10名(年齢17～

27歳)および一般大学生男子12名(年齢19～25歳)である。対象者にはDXA法(lologic社製、

QDR-1500)による腰椎(LI～L4)および全身骨密度の測定､休格測定およびアンケートによる

生活習慣調査､食習慣調査等を行った。《結果および考察》　力士の骨密度は､どの部位に

おいても一般大学生に比べ有意な高値を示し､体格および番付けとの問に有意な正相関が認

められたが､相撲歴との間には有意差は示されなかった。食生活では､力士の食事(ちゃんこ)

は､一鍋に多彩な食材を用いて作ることから､比較的バランスの良い食事であることが示さ

れた。一方､一般大学生は､ほとんどの栄養素が不足状態にあった。以上より10､20歳代の骨

の成長･充実に極めて重要な時期に､一般大学生はもとより力士において､一人一人が自己の

骨密度､身体状況および食習慣等を把握し､食生活に対する意識を高めることは､自己の健康

管理の一貫として極めて大切なことであると考えられる。
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